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路
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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
案
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

第
百
七
十
七
回
国
会
提
出
の
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
案
（
以
下
「
第
二
次
一
括
法
案
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法

律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
「
そ
の
指
定
す
る
者
」
に
は
、
方
面
総
監
、
師
団
長
、
旅
団

長
、
駐
屯
地
司
令
の
職
に
あ
る
部
隊
等
の
長
、
自
衛
艦
隊
司
令
官
、
護
衛
艦
隊
司
令
官
、
航
空
集
団
司
令
官
、
護
衛
隊
群
司

令
、
航
空
群
司
令
、
地
方
総
監
、
基
地
隊
司
令
、
航
空
隊
司
令
（
航
空
群
司
令
部
、
教
育
航
空
群
司
令
部
及
び
地
方
総
監
部

の
所
在
地
に
所
在
す
る
航
空
隊
の
長
を
除
く
。
）
、
教
育
航
空
集
団
司
令
官
、
教
育
航
空
群
司
令
、
練
習
艦
隊
司
令
官
、
掃

海
隊
群
司
令
、
海
上
自
衛
隊
補
給
本
部
長
、
航
空
総
隊
司
令
官
、
航
空
支
援
集
団
司
令
官
、
航
空
方
面
隊
司
令
官
、
航
空
混

成
団
司
令
及
び
基
地
司
令
の
職
に
あ
る
部
隊
等
の
長
（
航
空
方
面
隊
司
令
部
又
は
航
空
混
成
団
司
令
部
の
所
在
す
る
基
地
の

基
地
司
令
の
職
に
あ
る
部
隊
等
の
長
を
除
く
。
）
を
想
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
規
模
震
災
が
発
生
し
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
方
面
総
監
、
自
衛
艦
隊
司
令
官
、
地
方
総
監
及
び
航
空
総
隊
司
令
官
を
想
定
し
て
い
る
。

一



二
及
び
三
に
つ
い
て

活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
四
条
第
五
号
及
び
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法

（
平
成
七
年
法
律
第
百
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
第
二
十
号
の
政
令
は
、
い
ず
れ
も
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

第
二
次
一
括
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
六
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
災
害
対
策
基
本
法
第
二
条
第
十
号
に
規
定
す
る
地
域
防
災
計
画
（
以
下
単
に
「
地
域
防
災
計
画
」
と
い

う
。
）
又
は
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
計
画
（
以
下
単
に
「
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
計
画
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
定
め
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
避
難
地
、
避
難
路
、
消
防
用
施
設
そ
の
他
当
該
大
規
模
な
地
震
に
関
し
地
震
防
災
上
緊
急

に
整
備
す
べ
き
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
事
項
、
当
該
大
規
模
な
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
に
関
す
る
事
項
並
び
に
当
該
大
規

模
な
地
震
に
係
る
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
。

第
二
次
一
括
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

十
四
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
防
災
計
画
又
は
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
計
画
に
お
い

二



て
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
避
難
地
、
避
難
路
、
消
防
用
施
設
そ
の
他
東
南
海
・
南
海
地
震
に
関
し

地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
事
項
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
防

護
及
び
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
事
項
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
に
関
す
る
事
項
並
び
に
東
南
海
・
南

海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
。

第
二
次
一
括
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
防
災
計
画
又
は
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

等
防
災
計
画
に
お
い
て
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
避
難
地
、
避
難
路
、
消
防
用
施
設
そ
の
他
の
日
本

海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
関
し
地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
事
項
、
日
本
海
溝

・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
防
護
及
び
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
事
項
、
日
本
海
溝

・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
に
関
す
る
事
項
並
び
に
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る

地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
十
八
条
に
お
い
て
、
医
師
が
常
時
三
人
以
上
勤
務
す
る
診
療
所
に
専
属

三



の
薬
剤
師
を
置
く
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
の
は
、
診
療
所
の
う
ち
患
者
数
が
多
く
投
薬
機
会
の
多
い
も
の
に
つ
い
て
、
よ

り
手
厚
い
体
制
の
下
で
薬
剤
の
保
管
及
び
調
剤
を
す
る
こ
と
等
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
お
い
て
適
切
な
医
療
の
提
供
が
確
保
さ
れ
る
基
準
と
な
る
よ
う
、
検
討
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
第
三
次
勧
告
（
平
成
二
十
一
年
十
月
七
日
）
に
お
い
て
は
、
准
看
護
師
等
の
員
数
の
標
準
に

つ
い
て
、
廃
止
又
は
条
例
に
委
任
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
病
院
及
び
療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
に
置
く
看
護
師

の
員
数
の
標
準
に
つ
い
て
、
准
看
護
師
と
別
々
に
規
定
す
る
こ
と
は
職
務
の
性
質
上
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
准
看
護
師
と

併
せ
て
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
条
例
は
、
地
域
に
お
い
て
適
切
な
医
療
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

七
に
つ
い
て

第
二
次
一
括
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定

す
る
「
そ
の
他
の
事
項
」
と
し
て
は
、
救
護
施
設
、
更
生
施
設
、
授
産
施
設
及
び
宿
所
提
供
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

四



る
最
低
基
準
（
昭
和
四
十
一
年
厚
生
省
令
第
十
八
号
）
第
十
三
条
に
規
定
す
る
給
食
に
関
す
る
基
準
、
同
令
第
十
四
条
に
規

定
す
る
健
康
管
理
に
関
す
る
基
準
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
が
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
そ
の
基
準
を
設
定
す
る
方
が
、
よ
り
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す
べ
き
基
準
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

社
会
福
祉
事
業
の
経
営
に
必
要
な
資
金
を
得
る
た
め
の
寄
附
金
募
集
に
つ
い
て
は
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
第
三
次

勧
告
も
踏
ま
え
、
近
年
の
当
該
寄
附
金
募
集
の
実
態
を
考
慮
し
て
、
許
可
を
要
し
な
い
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

九
に
つ
い
て

水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
水
道
の
管
理
に
お
け
る
技
術
上
の
業
務
を
行

う
た
め
の
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
等
に
鑑
み
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
第
三
次
勧
告
を
踏
ま
え
、
水
道
法

施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
三
十
六
号
）
第
六
条
で
定
め
る
資
格
要
件
を
参
酌
す
べ
き
基
準
と
し
て
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
資
格
基
準
を
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
最
適
な
体
制
で
水
道
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

五



十
に
つ
い
て

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
十
二
条
に
規
定
す
る
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
自
立
促
進

計
画
の
策
定
又
は
変
更
の
際
の
意
見
聴
取
の
対
象
に
つ
い
て
は
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
第
三
次
勧
告
に
お
い
て
、
計

画
等
の
策
定
の
際
の
意
見
聴
取
等
の
義
務
付
け
を
具
体
的
に
範
囲
が
特
定
さ
れ
た
利
害
関
係
者
を
明
示
的
に
相
手
方
と
す
る

場
合
等
に
限
っ
て
許
容
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
同
条
に
お
い
て
具
体
的
に
範
囲
が
特
定
さ
れ
、
か
つ
、
相
手

方
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
母
子
福
祉
団
体
に
限
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

十
一
に
つ
い
て

母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
に
基
づ
き
地
方
公
共
団
体
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
母
子
保
健
に

関
す
る
行
政
事
務
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
が
、
現
在
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

未
熟
児
の
訪
問
指
導
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
と
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

町
村
に
権
限
を
委
譲
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
事
業
が
市
町
村
に
権
限
委
譲
さ
れ
た
場
合
に

も
、
こ
れ
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

十
二
に
つ
い
て

六



農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
所
の
あ
る
市
町
村
の
区
域
の

外
に
あ
る
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て
権
利
を
取
得
す
る
場
合
等
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
に
係
ら
し
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
地
域
主
権
戦
略
大
綱
」
（
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い

る
「
住
民
に
最
も
身
近
な
行
政
主
体
で
あ
る
基
礎
自
治
体
に
事
務
事
業
を
優
先
的
に
配
分
し
、
基
礎
自
治
体
が
地
域
に
お
け

る
行
政
の
自
主
的
か
つ
総
合
的
な
実
施
の
役
割
を
担
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
」
と
の
考
え
方
の
下
、

当
該
許
可
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
市
町
村
の
農
業
委
員
会
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と

か
ら
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
市
町
村
の
農
業
委
員
会
へ
許
可
権
限
の
移
譲
を
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

十
三
に
つ
い
て

第
二
次
一
括
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
に
お
い
て
は
、
同
法
第
四
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
、
同
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
及
び
同
法
第
四
十
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ガ
ス
用
品
の
提
出
命
令
で
あ
っ
て
ガ
ス
用
品
の
販
売
の
事
業
を
行
う
者
に
関
す
る
も
の
は
、
そ
の
事

業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
市
長
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

第
二
次
一
括
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
電
気
用
品
安
全
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
四
号
）
に
お
い
て
は
、
同
法
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第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
、
同
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
等
及
び
同
法
第
四

十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
電
気
用
品
の
提
出
命
令
で
あ
っ
て
電
気
用
品
の
販
売
の
事
業
（
自
ら
製
造
し
、
又
は
輸

入
し
た
電
気
用
品
の
販
売
の
事
業
を
除
く
。
）
を
行
う
者
に
関
す
る
も
の
は
、
そ
の
事
務
所
、
事
業
場
、
店
舗
又
は
倉
庫
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
市
長
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

第
二
次
一
括
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二

年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
に
お
い
て
は
、
同
法
第
八
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
、
同
法
第
八
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
等
及
び
同
法
第
八
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
液
化
石
油
ガ
ス
器
具
等
の
提
出
命
令
で

あ
っ
て
液
化
石
油
ガ
ス
器
具
等
の
販
売
の
事
業
を
行
う
者
に
関
す
る
も
の
は
、
当
該
事
務
所
、
営
業
所
、
液
化
石
油
ガ
ス
器

具
等
の
保
管
場
所
そ
の
他
そ
の
業
務
を
行
う
場
所
を
管
轄
す
る
市
長
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

第
二
次
一
括
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
三
十
一
号
）
に
お
い
て
は
、
同

法
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
、
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
及
び
同
法
第
四
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
消
費
生
活
用
製
品
の
提
出
命
令
で
あ
っ
て
特
定
製
品
（
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定

製
品
を
い
う
。
）
の
販
売
の
事
業
を
行
う
者
等
に
関
す
る
も
の
は
、
そ
の
事
務
所
、
事
業
場
、
店
舗
又
は
倉
庫
の
所
在
地
を
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管
轄
す
る
市
長
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

十
四
に
つ
い
て

第
二
次
一
括
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
中
小
小
売
商
業
振
興
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
一
号
）
に
お
い
て
は
、
同
法
第

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
商
店
街
整
備
計
画
の
認
定
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
店
舗
集
団
化
計
画
の
認
定
、
同
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
共
同
店
舗
等
整
備
計
画
の
認
定
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
商
店
街
整
備
等
支
援
計
画
の
認
定
及
び

認
定
を
受
け
た
こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
実
施
す
る
者
に
対
す
る
同
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴

収
は
、
こ
れ
ら
の
計
画
に
係
る
施
設
又
は
設
備
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
市
長
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

十
五
に
つ
い
て

第
二
次
一
括
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
つ
い
て

は
、
基
礎
自
治
体
が
地
域
に
お
け
る
行
政
の
自
主
的
か
つ
総
合
的
な
実
施
の
役
割
を
担
え
る
よ
う
に
す
る
観
点
か
ら
、
町
村

が
当
該
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る
都
道
府
県
道
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

十
六
に
つ
い
て

道
路
法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
行
政
を
実
施
す
る
仕
組
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み
に
改
め
る
と
と
も
に
、
必
要
性
が
薄
れ
て
い
る
規
制
を
見
直
す
と
の
観
点
か
ら
、
削
除
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

十
七
に
つ
い
て

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
の
改
正
は
、
第
二
次
一
括
法
案
に
よ

る
改
正
後
の
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
、
道
路
管
理
者
（
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
の
道
路
管

理
者
に
限
る
。
）
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
道
路
を
新
設
し
、
又
は
改
築
し
て
、
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

十
八
に
つ
い
て

第
二
次
一
括
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律

第
一
号
）
第
六
条
第
二
項
、
都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
七
条
第
一
項
及
び
生
産
緑
地
法
（
昭
和

四
十
九
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
」
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る
。

十
九
に
つ
い
て

地
方
住
宅
供
給
公
社
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
四
条
第
三
項
及
び
地
方
道
路
公
社
法
（
昭
和
四
十
五
年

一
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法
律
第
八
十
二
号
）
第
四
条
第
三
項
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律

第
九
十
四
号
）
の
施
行
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
の
一
般
的
な
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
地
方
公
共
団
体
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
行
政
を
実
施
す
る
仕
組
み
に
改
め
る
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
規

定
を
削
除
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
十
に
つ
い
て

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

十
二
条
の
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
面
積
要
件
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
行
政
を
実

施
す
る
仕
組
み
に
改
め
る
観
点
か
ら
、
削
除
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
十
一
に
つ
い
て

第
二
次
一
括
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
四
十
一
条
第
二
項
に

規
定
す
る
「
や
む
を
得
な
い
理
由
」
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
災
害
発
生
に
よ
る
事
務
処
理
上
の
困
難
が
あ
る
場
合
を
想
定
し

て
い
る
。

二
十
二
に
つ
い
て

一
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第
二
次
一
括
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）

第
二
十
一
条
第
一
項
の
技
術
管
理
者
の
う
ち
市
町
村
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
置
か
れ
る
も
の
の
資
格
に
つ
い

て
は
、
当
該
施
設
の
構
造
等
を
熟
知
し
、
か
つ
、
当
該
施
設
の
維
持
管
理
に
責
任
を
有
す
る
市
町
村
自
ら
が
定
め
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
生
活
環
境

の
保
全
上
の
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
観
点
か
ら
、
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

二
十
三
に
つ
い
て

第
二
次
一
括
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）

第
十
五
条
第
十
三
項
及
び
第
三
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
が
設
置
す
る
指
定
猟
法
禁
止
区
域
及
び
休

猟
区
の
標
識
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
の
保
護
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
し
て
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
二


